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教科横断探究 保健&生物・化学 (第 1回 ) R5

紫外線の功罪と日焼け止めの用法を考える科学

資料A
資料 B

環境省

環境省

紫外線環境保健マニュアル 2022

紫外線環境保健マニュアル 2022

紫外線とは

紫外線による健康影響

第 1章

第 2章

実習 I 紫外線に関する次の資料 Aと Bから,次の各項目について情報を読み取ろう。

①3種類の紫外線の情報を読み取ろう。

i■
1歯工:‐ i■■■11

皮下組織

図 肌の断面口

②紫外線が人体に与える悪影響と好影響の情報を読み取ろう。

実習Ⅱ 自分が用いている日焼け止めの情報を読み取ろう。/日頃,日焼け止めを用いない人は,一般的な

日焼け止めについて推測しよう。

実習Ⅲ 日焼け止めの効果表示 (SPF、 PA)の正しい理解を読み取ろう。
①効能表示「SPF」 について情報を集め,理解を深めよう。

※日本では 50,欧米では 30の値が表示できる最大値

②効能表示「PA」 について情報を集め,理解を深めよう。

効能 ( ) ( )

PA +++ ++ +
※日本化粧品工業連合会により,3段階表示

(  )年 (  )

UV―A
A領頭紫外線

UV―B
B領功紫外線

∪V―C
C領戯紫外線

効能 ( ) ( )

SPF 10 20 30 40 50

組 (  )番  氏名 ( )(   )班



教科横断探究 保健&生物・化学 (第 2回 ) R5

紫外線の功罪と日焼け止めの用法を考える科学

日焼け止めの仕組みを探り,効能を正しく発揮する用法を前み解け !

種類 紫外線吸収費il 紫外線散乱剤

代表的な化合物

(表示名称)

メトキシケイヒ酸オクチアレ

(あるいはメトキシケイヒ酸エチル八キシル )
ジメチル PABAオクチル
t― ブチルメトキシジベンゾイルメタン 等

酸化亜鉛

酸化チタン

特徴

●化合物自体が紫外線を吸収し皮膚へ紫外
線が届くのを防ぐ。
●特異的な吸収波長がある。
(UV一B吸収剤、UV―A吸収剤 )
0皮膚に塗つた時に白く見えない。
●まれにかぶれる人がいる。

●粉末が紫外線を吸収・散乱することで皮層
へ紫外線が届くのを防ぐ。
●酸化亜鉛はよりUV―Aを、酸化チタンはより
UV―Bを防ぐ。           ,
●吸収剤に比べると、皮膚に塗つた時に白く

見える。

資料 C 紫外線防止剤の種類とその特徴

実験 I 最適な日焼け止めの塗り方を探ろう。

①日頃,あなたは日焼け止めをどのように塗っているのでしょうか。自分の塗り方にO印をつけよう。

②プラ板を用いて,日焼け つ

実験 A
紫外線ライト

験C

園焼け止ぬ日l女発け止め

ィ
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′

紫外線計

区∃ ◆回の実習を通して,気づいたことを書き残してしヽこう。
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塗り方のタイプ

‐ ‐
‐

葵 験 A― 実験B 実験0

紫外線透過量〔μl,V/o油旬

日焼け止めを塗る前後

のプラ板の表面の様子

)(   )班( )年 ( )組 ( )番 氏名 (



教科横断探究 保健&生物・化学 (第 3回 ) R5

紫外線の功罪と日焼け止めの用法を考える科学

紫外線の功罪を読み解き,同級生に保健指導せよ !

実習Ⅱ ルーペで自分の肌の表面を観察してみよう。
角質

皮下組織

囲 肌の断面囲

区囲 この講座を受けられない他校の高校生に,適切な紫外線の保健指導を提案してみよう。
①紫タト線に関する知識を確認しておこう。選択叉は適語を入れよう。

(司 )紫外線を浴びても肌が赤くなつていなければ大丈夫。( |よい 。 いいえ )
(2)室内で過ごすときは,PA効果が表示された日焼け止めを塗ればよい。( はい 。 しヽいえ )
(3)日なたで 30分もすれば肌が赤くなる人は,SPF50の 日焼け止めを用いれば (   )分間茄くな
らなくなる。

(4)紫外線を浴びることで,体内で (       )が 生成され骨の形成に効果がある。
(5)UV―Aは,日焼け直後に肌が票くなるサンタンをヨ|き起こす。(   )皮 まで至」達するため,シワや
たるみ等光老化の原因になる。

(6)UV―Bは,日焼けをした後に肌を赤くヒリヒリさせるサンバーンという炎症を引き起こす。更に,メ

ラサイトを活性化させ,(     )の 生成を促す。
②他校の高校生に対して,紫外線の保健指導を考えてみよう。

◆
↑

⑥隣席者の保健指導の他者評価し,赤ペンで添削しよう。 隣席評価
A:伝わつてきて納得できる

B:伝わつてくる

Ci工夫すれば,もっと良くなる

メ モ ◆回の実習を通して,気づいたことを書き残していこう。

l辰り返り B規準と比較した相互評価と,その評価のポイントも記入し合おう。

相互振り返り

)(

共局探究者 (隣席,他者メタ認無)本人 (メタ認知)評価者
(氏名)

(B以上はA,以 下はC) 規準B:観察。実験か
に必要な情報を読み解くことができた。

実習中の行要力に注目して,評価できる点ともつ

うしたら良かつた点を自由に記述しよう。

( )年 ( )組 ( )番 氏名 ( )班


